
























Preparation of a Term-end Poster Presentation in an Introductory 
Level Course: 
Enhancing Communication Ability through Peer Learning
             HORI Keiko, SUZUKI Hideaki
【Abstract】 For the preparation of the term-end poster presentation in an introduc-
tory level course, we conducted eight classes focused on interviews and mini-poster 
presentations about the cultures of the students’ countries. The aims of the activities 
were to communicate using the grammar, vocabulary, and expressions in the text-
book, and to acquire the expressions necessary for the presentations. The analysis of 
the mini-posters, term-end posters, voice recordings of the presentations, and ques-
tionnaire shows that the learners could communicate using the material in the text-
books. In addition, they developed a sense of accomplishment.
【Keywords】Mini-poster presentation, oral presentation, culture, communication 
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アウトプットの重要性について，Swain (1985) はアウトプット仮説として，(1) 言い
たいことと言えることのギャップに気づかせ，(2) 仮説検証の機会を与え，(3) メタ言
語的 / 内省の参考とする機能を挙げている。しかし，強制されたアウトプット pushed 
output には長期的な効果はないとの指摘もある（Mitchell & Myles 2004)。これに対
し，Long (1996）はインタラクションでの意味交渉が習得を促進するとしている。また，
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表１　各回の活動テーマ・目標項目と配布物


































__ 語で ｢ こんにちは ｣ は、_ です。














A：( 国 ) では、○歳で、お酒を飲ん
でもいいですか。B：はい、いいです。
／いいえ、だめです。○歳からです。
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３．３　授業の様子
木曜４限は，毎回，導入（５分），ペアでのインタビュー活動（30 分），ミニポスター






























99こ にん 9 し●しん
BさんA さんの国で，いちばん人気があるスポーツはなんですか．Aさん： （写真を見せる）一です。
Bさん,Aさんも（スポーツ）をしますか。Aさん：はいよくします。Iいいえ昂るだけです。





' なまえ くに スボーツ せんしゅ (pl•yoc) する／見る
－ 20 － － 21 －





































四 I£んゅうか＇す J. lログt2iベケし 1'’イ且






田のかム 1 エ寸•カーが't手 9ク王せK が’かか le<
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国旗の色は、 白と赤 と 青と黄です。
登 色の意味は，平和で七赤色の意味は愛国心です。
色のは‘で 3つ 星のは3 で の は で
国旗は 1898年にできました。
これで発表をおわります。
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表３　期末発表で使用された目標項目と表現などの出現回数（８名分３）
回 目標文法項目，表現 出現回数
１ 名前，専門，国（L1) ／家族 (L7) ／形容詞 (L6) 8
どなた，どこ，どちら (L1) ／いつ，何人 (L3) 1
















６ 色，形 (L10) 5
７ 〜でしょうか。 0
８ 名詞修飾（「で一番人気がある N」など）(L13) 7
上手 (L13)，〜は〜が〜 4
上記以外の文法項目，表現
















これは，〜の 1/7 です。 1
V かた 1
V るみたい 1
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問い 1 質問のしかた 4.33 0.71
問い 2 発表の内容 4.44 0.53
問い 3 発表する時に使うことば 4.56 0.53
問い 4 発表の始めと終わりの言葉 4.67 0.50
問い 5 日本語で発表するときのスタイル 4.56 0.53
問い 6 『SFJ』で習った日本語を本当に使う話し方 4.63 0.74
④授業の印象 平均 標準偏差
問い 1 授業はたのしかったですか 4.78 0.44
問い 2 授業はむずかしかったですか 2.56 1.13
問い 3 授業はおもしろくなかった 1.33 0.50
問い 4 授業のやり方はよかったですか 4.44 0.53
問い 5 必要な知識が得られましたか 4.78 0.44
問い 6 話す力を伸ばせましたか 4.67 0.50
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